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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

後天性 QT延長症候群 (ALQTS)は様 々な素因によって引き起 こされた二次的再分極異常

による疾患である｡ALQTSを引き起 こす リスクファクターは､しば しば脱分極異常を表す

器質的心疾患を含んでいる｡様々な再分極パラメータがALQTSにおいて評価されてきたが､

TorsadesdepointeS(TdP)の発生 と関連する脱分極異常の存在 について研究 したものはな

かった｡私達は､QT間隔の著明に延長 したALQTS患者の再分極 (QTcomponentS)と脱

分極パラメータ (fragmentedQRS,fQRS)を評価 した.

後天性の著明な QT 延長 (QTc>550ms)の 70名について解析 した｡32名が失神群

/Tap(Syncopegroup)で､38名が 自覚症状なし群(Asymptomaticgroup)DfQRS と QT

components(QT､QTc､Tpeak･endintervals､Uwavevoltage)の存在 を解析 した｡

Syncope group(81%)は Asymptomaticgroupに比べ rQRSがあ り(21%､p<0.01)､その

fQRSの発生は素因を取 り除いた前後において変化はなかった｡器質的心疾患の発生は 2つ

の groupで差は認められなかった｡SyncopegroupはAsymptomaticgroupに比べ QTと

Tpe間隔が長 く､U波が高かった (p<0.01)｡後天性素因は再分極異常を促進 し(特に QTと

Tpe間隔の延長)､fQRSの存在はまた ALQTS患者の TdP発生における重要な役割を担っ

ていると考えられた｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

後天性 QT延長症候群 (ALQTS)は様々な素因によって引き起こされた二次的再分極

異常による疾患である｡本研究では QT間隔の著明に延長 したALQTS患者の再分極 (QT

componentS)と脱分極パラメータ (fragmentedQRS,fQRS)を評価した｡後天性の著明

なQT延長(QTb>550ms)の70名について解析した032名が失神群/Tap(Syncopegroup)

で､38名が自覚症状なし群仏symptomaticgroup)であったofQRSと QTcomponents

の存在を解析したところSyncopegroup(81%)はAsymptomaticgroupに比べ fQRSがあ

り(21%､p<0.01)､その fQRSの発生は素因を取 り除いた前後において変化はなかった｡

器質的心疾患の発生は 2つの groupで差は認められなかった｡Syncopegroupは

Asymptomaticgroupに比べ QTとTpe間隔が長 く､U波が高かった (p<0.01)｡後天性

素因は再分極異常を促進 しfQRSの存在は ALQTS患者の TdP発生における重要な指標

となりえることを示 した価値ある業績である｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡




